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新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

国
の
内
外
で
は
戦
争

や
災
害
、
経
済
不
況

な
ど
社
会
不
安
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
今
年
こ
そ
「
災
い
」
を
転

じ
て
福
と
な
す
と
い
っ
た
年
に
な
る
こ
と
を

念
願
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
度
な
専
門
医
療
と
い
つ
で
も
対
応
で
き

る
救
急
医
療
の
充
実
を
目
指
し
た
百
床
の
増

床
を
含
む
病
院
の
増
改
築
事
業
に
つ
い
て

は
、
現
在
設
計
も
ほ
ぼ
終
わ
り
、
近
い
う
ち

に
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
完
成
は
十
八
年
度

の
後
半
に
な
る
予
定
で
す
が
、
皆
様
に
は
工

事
中
で
き
る
限
り
ご
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
鋭
意
配
慮
に
努
め
ま
す
。

長
野
市
民
病
院
は
平
成
七
年
六
月
に
開
院

し
、
早
い
も
の
で
今
年
は
開
院
十
周
年
と
な

り
ま
す
。
こ
の
十
年
間
、
市
民
に
開
か
れ
、

市
民
と
と
も
に
歩
む
病
院
と
し
て
、
病
院
の

理
念
に
沿
っ
て
質
の
高
い
医
療
を
安
全
に
市

民
の
皆
様
に
提
供
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
投
書
箱
「
皆
さ
ま

の
声
」、
そ
の
他
を
通
じ
て
患
者
・
市
民
の

方
々
か
ら
多
く
の
意
見
・
提
言
を
い
た
だ
き

改
善
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、
私
ど
も
職
員
の
一
人
一
人
が
開

院
十
周
年
と
い
う
節
目
の
年
頭
に
あ
た
っ

て
、
初
心
に
帰
り
心
新
た
に
「
患
者
さ
ま
が

主
人
公
の
医
療
」
の
実
現
に
さ
ら
に
努
力
す

る
こ
と
を
誓
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
っ
て

病
院
長
　
長
　
田
　
敦
　
夫

厳冬の飯綱東高原
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三
叉
神
経
痛
と
は
、
顔
の
片
側
半
分
の

激
し
い
痛
み
で
、
我
慢
で
き
な
い
痛
み
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
痛
み
は
突
然
片
側
の
顔

面(

多
く
は
頬
や
下
あ
ご
、
口
の
中
、
鼻)

に
数
秒
〜
数
分
間
続
く
。
顔
の
運
動
障
害

や
知
覚
障
害
は
通
常
み
ら
れ
な
い
。
痛
み

は
発
作
性
、
鋭
い
、
刺
す
よ
う
な
、
焼
け

る
よ
う
な
、
電
気
が
走
る
よ
う
な
と
い
う

表
現
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
患
者
さ

ま
は
刺
激
に
よ
っ
て
こ
の
痛
み
発
作
を
起

こ
す
場
所
を
特
定
で
き
、
頬
、
唇
、
歯
肉
、

前
頭
の
小
さ
な
領
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を

三
叉
神
経
痛
の
誘
発
帯
と
い
う
が
、
そ
の

誘
発
帯
に
対
す
る
接
触
、
寒
さ
、
圧
迫
、

風
な
ど
ご
く
単
純
な
刺
激
に
対
し
敏
感
で

あ
る
。
食
べ
物
を
か
む
、
話
を
す
る
、
微

笑
み
、
髭
剃
り
、
歯
磨
き
、
風
の
吹
く
日

の
外
出
な
ど
は
、
三
叉
神
経
痛
を
誘
発
し

や
す
い
活
動
で
あ
る
。
疼
痛
誘
発
を

恐
れ
て
食
事
を
せ
ず
や
せ
衰
え
る
人

も
い
る
。
多
く
の
三
叉
神
経
痛
の
患

者
さ
ん
は
、
数
週
間
〜
数
ヶ
月
の
痛

み
発
作
後
、
自
然
に
痛
み
が
な
く
な

る
こ
と
が
あ
る
が
、
数
日
か
ら
数
ヶ

月
、
数
年
で
再
発
を
繰
り
返
す
。

三
叉
神
経
痛
の
原
因
の
多
く
は
、

三
叉
神
経
を
脳
の
血
管
が
圧
迫
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。

治
療
と
し
て
は
、
一
般
的
に
は
薬

物
療
法
（
テ
グ
レ
ト
ー
ル
な
ど
）
を

行
う
。
初
期
の
薬
剤
効
果
は
90
％
の

例
に
認
め
ら
れ
、
75
％
に
お
い
て
長

期
効
果
は
認
め
ら
れ
な
い
。
痛
み
が

強
い
場
合
は
、
麻
酔
薬
な
ど
を
注
射

す
る
い
わ
ゆ
る
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
が
あ

る
が
効
果
は
一
時
的
で
あ
る
。
外
科

的
手
術
と
し
て
は
、
開
頭
術
に
よ
り

三
叉
神
経
を
圧
迫
し
て
い
る
血
管
を

剥
離
す
る
神
経
血
管
減
圧
術
と
い
う

方
法
が
あ
る
。
当
院
で
も
こ
の
手
術

を
行
っ
て
お
り
、
痛
み
か
ら
の
解
放

さ
れ
る
率
は
80
〜
90
％
で
あ
る
。
そ

の
他
最
近
は
ガ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
と
い

う
放
射
線
治
療
も
行
わ
れ
て
い
る
。

＊
ガ
ン
マ
ー
ナ
イ
フ
と
は
、
放
射

線
治
療
の
一
つ
で
、
集
中
的
に

障
害
と
な
っ
て
い
る
部
位
に
放

射
線
を
照
射
す
る
も
の
。

旧
臘

き
ゅ
う
ろ
う

十
五
日
と
二
十
四
日
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
概
要
は
次
ぎ
の
と
お

り
で
入
院
患
者
さ
ま
や
見
舞
い
の
人
た
ち

に
好
評
で
し
た
。

＊
十
二
月
十
五
日

東
北
中
学
器
楽
合
奏
部
に
よ
る
一
足

早
い
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
、『
ジ

ン
グ
ル
ベ
ル
』、『
サ
ン
タ
が
町
に
や
っ

て
く
る
』
等
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
同
合
奏
部
は
、
県
内
で
は
唯
一

つ
の
リ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
り
演
奏
す
る
部

で
す
。
尺
八
の
よ
う
な
縦
笛
が
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
の
数
々
を
変
わ
っ
た
音
色

で
演
奏
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

＊
十
二
月
二
十
四
日

『
大
城
説
子
と
仲
間
た
ち
』
は
、
ス

イ
ス
在
住
で
国
内
外
で
演
奏
活
動
を
続

け
る
大
城
説
子
さ
ん
と
信
州
大
学
で
声

楽
を
勉
強
中
の
小
林
美
穂
さ
ん
、
県
内

で
演
奏
活
動
を
行
う
湯
本
真
由
美
さ

ん
、
佐
藤
め
ぐ
み
さ
ん
の
四
人
に
よ
る

出
演
で
、
電
子
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー
ト
に

あ
わ
せ
て
『
春
の
歌
』、『
い
つ
も
何
度

で
も
』、『
花
』
等
の
ほ
か
、
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
を
声
量
た
っ
ぷ
り
の
歌
声
に

会
場
を
埋
め
た
五
十
人
あ
ま
り
の
患
者

さ
ま
や
見
舞
い
の
人
た
ち
を
感
動
さ
せ

ま
し
た
。

蜷
東
北
中
学
器
楽
合
奏
部
の
皆
さ
ん
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二
〇
〇
五
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
冬
季
世
界
大
会
･
長
野
が
二
月
二
十

六
日
（
土
）
か
ら
三
月
五
日(

土)

ま
で
長

野
市
、
牟
礼
村
、
山
ノ
内
町
、
野
沢
温
泉

村
、
白
馬
村
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

冬
季
世
界
大
会
と
し
て
は
、
八
回
目
で

世
界
約
八
十
カ
国
か
ら
二
千
五
百
名
の
ア

ス
リ
ー
ト
が
参
加
し
ま
す
。

当
院
で
は
、
大
会
期
間
中
、
開
閉
会

式
・
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
が
行
わ

れ
る
エ
ム
ウ
エ
ー
ブ
と
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
競

技
会
が
行
わ
れ
る
い
い
づ
な
リ
ゾ
ー
ト
ス

キ
ー
場
（
牟
礼
村
）
に
医
療
チ
ー
ム
を
派

遣
し
て
救
急
事
態
に
備
え
ま
す
。

エ
ム
ウ
エ
ー
ブ
医
務
室
に
は
、
延
べ
で

医
師
八
名
、
看
護
師
十
二
名
、
い
い
づ
な

リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場
医
務
室
に
は
、医
師
、

看
護
師
そ
れ
ぞ
れ
延
べ
で
七
名
を
配
置
し

ま
す
。

現
在
我
が
国
で
は
、
飢
餓
、
栄
養
失
調

等
で
苦
し
ん
で
い
る
方
は
一
般
的
に
み
ら

れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
病
院
で
は
病

気
に
よ
り
食
事
が
食
べ
ら
れ
な
い
等
、
栄

養
状
態
が
低
下
し
て
い
る
患
者
さ
ま
が
し

ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
低
栄
養
の
状

態
が
続
く
と
、
感
染
症
の
リ
ス
ク
が
上
が

る
、
病
気
の
回
復
が
遅
く
な
る
等
の
症
状

が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
低
栄
養
の
患
者

さ
ま
の
栄
養
状
態
を
改
善
し
、
治
療
を
側

面
よ
り
補
助
す
る
目
的
で
昨
年
の
十
二
月

七
日
よ
り
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
が
発
足

い
た
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
医
師
、
看
護

師
、
薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
言
語
聴

覚
士
、
管
理
栄
養
士
等
よ
り
構
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

Ｎ
Ｓ
Ｔ
は
、
栄
養
状
態
の
低
下
し
て
い

る
患
者
さ
ま
を
抽
出
し
、
適
正
な
栄
養
方

法
と
栄
養
量
を
主
治
医
に
提
言
す
る
こ
と

が
主
な
業
務
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
患
者

さ
ま
の
身
長
、
体
重
、
皮
下
脂
肪
厚
等
の

身
体
計
測
、
血
液
検
査
、
回
診
に
よ
る
患

者
さ
ま
の
状
態
把
握
が
必
要
で
す
。
頻
回

に
体
重
を
量
っ
た
り
、
大
勢
で
ゾ
ロ
ゾ
ロ

と
回
診
し
た
り
、
患
者
さ
ま
に
は
ご
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
栄
養
状
態
の
低
下
に
よ
る
リ
ス
ク
を

減
ら
す
こ
と
、
よ
り
早
い
疾
病
治
癒
を
目

的
と
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
容

赦
と
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

スペシャルオリンピックス（Ｓ

Ｏ）とは、知的発達障害のある人

たちの自立と社会参加を目指し、

日常的なスポーツプログラムと競

技会を提供する国際的なスポーツ

組織です。きっかけは、1963年に

故ケネディ大統領の妹ユニス・ケ

ネディ・シュライバー夫人が自宅

の庭で開いたデイ・キャンプ。知

的発達障害のためにスポーツをす

る機会に恵まれない人たちに、そ

の場を提供したことが関心を集め

ました。彼女の姉ローズマリーも

知的発達障害者でした。

68年にはジョセフ・Ｐ・ケネデ

ィJr財団の支援で組織化され、「ス

ペシャルオリンピックス」と命名

されて、全米から世界へと拡がり

ました。本部はアメリカにあり、

現在160か国が加盟、100万人のア

スリート（選手）、100万人を超え

るボランティアが活動に参加して

います。

スペシャルオリンピックスと名

称が複数形で表されているのは、

この名称が一つの大会だけでなく、

多くのプログラムが継続的に行わ

れることを意味しています。継続

的なスポーツ活動がアスリートた

ちの健康や体力増進、技術向上だ

けでなく、多くの人々との交流が

彼らの社会性を育み、ボランティ

アもアスリートから多くのことを

学びます。

スペシャル
オリンピックスを
知っていますか？

長野市民病院　ＮＳＴ

（栄養サポートチーム）発足

栄養科科長補佐　美谷島　司

Ｎ
Ｓ
Ｔ
メ
ン
バ
ー

外
科
科
長
・
関
仁
誌
、
看
護
副
部
長
・

吉
澤
眞
寿
美
、看
護
師
長
・
小
山
和
恵
、

看
護
主
任
・
小
林
香
、
清
水
徳
子
、
花

岡
ゆ
り
枝
、
看
護
師
・
田
中
香
織
、
山

野
井
加
奈
子
、
中
島
陽
子
、
飯
島
理
恵
、

赤
城
信
江
、
薬
剤
科
・
鈴
木
英
二
、
臨

床
検
査
科
・
小
林
宏
正
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
科
・
渋
谷
純
子
、
栄
養
科
科

長
補
佐
・
美
谷
島
司
、
栄
養
科
主
査
・

増
尾
あ
や
、
栄
養
科
・
宮
原
ゆ
か
り
、

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
・
岡
広
志

▲写真提供　SO1.SON
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当
院
で
は
、
常
に
患
者
さ
ま
の
視
点
に

立
っ
た
医
療
を
提
供
し
よ
う
と
各
部
門
で

努
力
し
て
お
り
ま
す
が
、
去
る
12
月
13
日

か
ら
５
日
間
に
わ
た
り
入
院
患
者
さ
ま
、

外
来
患
者
さ
ま
に
対
し
て
市
民
病
院
に
た

い
す
る
満
足
度
調
査
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

回
答
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
、
入
院
患

者
さ
ま
が
108
名
、
外
来
患
者
さ
ま
が
225
名

で
し
た
。
調
査
内
容
の
う
ち
、
不
満
と
お

答
え
い
た
だ
い
た
項
目
に
つ
い
て
ま
と
め

て
み
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
診

療
や
会
計
の
待
ち
時
間
が
長
い
と
い
う
回

答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
職
員
の

対
応
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
苦
情
は
比
較

的
少
な
い
な
い
よ
う
で
し
た
。
施
設
面
に

対
す
る
苦
情
に
つ
き
ま
し
て
は
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
改
善
し
て
ま
い
り
ま
す
。
当

院
を
１
０
０
点
満
点
で
評
価
す
る
と
85
点

と
い
う
数
字
が
で
ま
し
た
。
こ
の
調
査
結

果
を
今
後
の
病
院
の
運
営
に
生
か
し
て
ま

い
り
ま
す
。

一
月
十
七
日
（
月
）
か
ら

次
医
師
の
外
来
診
療
日
が

一
部
変
わ
り
ま
す
。

内
科

・
山
本
寛
二
　
（
月
）→

（
火
）（
木
）

・
岡
本
尚
子
　
（
木
）→

（
月
）

脳
神
経
外
科

・
石
坂
繁
寿
　
（
月
）
初
診
担
当
（
追
加
）
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